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論 文 内 容 の 要 旨 
  













  第一章 『往生礼讃偈』と『集諸経礼懺儀』巻下 
  第二章 七寺蔵 七寺一切経本『集諸経礼懺儀』巻下攷 ―― 附 開宝蔵本の復元 ―― 
  第三章 檀王法林寺蔵 中尊寺一切経本『集諸経礼懺儀』巻下、並びに 
金剛寺蔵 金剛寺一切経本『集諸経礼懺儀』巻下攷 
  第四章 七寺蔵『阿弥陀往生礼仏文』攷 
  第五章 『往生礼讃偈』変遷攷 
  第六章 『往生礼讃偈』「如観経具説」攷 
 


















































































  『往生礼讃偈』単行本系統      『阿弥陀往生礼仏文』・京大本・専修寺本・誓願寺本 
  『集諸経礼懺儀』巻下 唐代写本大蔵経本系統           檀王本・金剛寺本 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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敦煌本のテキスト状態から見ると、『往生礼讃偈』の成立に関しては数度にわたる編集過程が
あったと想定されることから本研究の校訂テキスト本をもって原形態と考察することには慎
重な態度が必要であろう。今後より一層の研究の深化が求められる。 
第六章では『往生礼讃偈』の中で難解な箇所、「如観経具説」について著者の新見解を提示
している。この一句は「『観経』に具に説くが如し」として『観無量寿経』からの経証とさ
れているが、現行の『観無量寿経』に該当箇所を見出すことが出来ない。 
従来の解釈の問題点を指摘し、慎重に考証した結果「如観経具説」を疑誤と判断し、「如
観経説具」（『観経』に｢具｣と説くが如し）であったと推定している。この新見解は、本書の精密な
文献学的研究を踏まえた上で下された私案であるが、本来の校訂研究の有り様を示している
と考えられる。 
よって本審査委員会は、本論文が博士（文学）の学位に相当すると認定するものである。 
 
